


















































































　Researches on relationship between the region and the media have depicted the process by which each actor in the region is both a receiver 
and a sender of media information, and through their activities, the regional network is formed. It has long been pointed out that these actors 
also include the university, but its role and function have not been explicitly discussed so far. This study investigates the practice of cable TV 
program production by university students, and considers the effect of the act of students "creating" cable TV programs on the relationship of 
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大学におけるケーブルテレビ番組制作の現在
―「つくる」を通した地域ネットワークの構築に向けて ４つの事例からの報告―
Current Cable TV Program Production at University
―Toward the construction of a regional network through "creating programs" 

































































調査日 調査対象大学 都道府県 活動名
2018年9月18日 皇學館大学 三重県 皇學館大学大学生テレビ局
2019年1月31日 中央大学 東京都 多摩探検隊 松野良一(総合政策学部 教授)
2019年5月21日 静岡産業大学 静岡県 産大TV
























































































































































































































































































































































































































































田村紀雄, 2003, 「1 地域メディアの俯瞰」田村紀雄編著『地域メディア
を学ぶ人のために』世界思想社.1-28.
弓削俊洋・阿部光伸, 2019, 「学生相互の『教えあい、学びあい、助けあ
う』力を高める〜『愛媛大学スチューデント・キャンパス・ボランティ
ア』を例として〜」『文部科学教育通信』No.451：12-3.
５．おわりに：	今後の地域、メディア、大学の関係
をめぐって
　「メディア・デザイン」という概念から地域メディアの
循環プロセスを分析する古川柳子は、その「メディア・デ
ザイン」を「情報や意味を媒介する媒体と、その媒体の在
り様を、企画、設計、表現する行為」として定義しながら、
地域のメディア活動を「かたち」「なかみ」「あいだ」とい
う3つの要因から把握する枠組みを論じている。とりわけ
古川は「かたち」「なかみ」を結ぶ「あいだ」に注目して
いる（古川 2015:40）。
　本調査から明らかになったのは、大学でのケーブルテレ
ビ番組制作において、「あいだ」を結ぶ行為が、「つくる」
という行為として理解できる点である。この「つくる」行
為を通して大学と地域の「あいだ」だけでなく、地域のア
クター同士の「あいだ」も結んでいく可能性がある。
　またメディア系の学部等を持たない大学でも、ケーブル
テレビが関わり、その支援を受けることで「つくる」の活
動の幅が広げられることがわかった。ただしその際には、
大学側がどのようにケーブルテレビと関係を構築し、継続
していこうとするかのビジョンが必要である。
　今回の調査では、学生のケーブルテレビ番組制作が地域、
メディア、大学に対して与えている影響を確認することが
できた。得られた知見をもとに、地域、メディア、大学の
関係＝各アクターのネットワーク構築について、さらに考
察を深めていくことを今後の課題としたい。
大学におけるケーブルテレビ番組制作の現在
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